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生涯学習の 教育･文化･スポーツの
ホットな情報をお届けします。

■各種行事に関するお問い合わせは
　教育委員会社会教育担当　察５６-２１８３

　占冠村公民館では住民の皆さん自らが企画･実行する
「自主創造プログラム」を募集しています。
　事業の詳細については、お気軽に占冠村公民館事務局
（緯５６‐２１８３）までお問い合わせください。

自主創造プログラム募集中！

北海道舞台塾ふらの事業
富良野塾OBユニット公演のお知らせ

１１月２０日（日）に子どもの体力・運動能力の向上を図る事を目的とした、「あつまれ！親子元気アップスク
ール」が中富良野町総合スポーツセンターで開催されます。
◆大人プログラム　１０時～１１時
　保護者、スポーツ関係者、指導者向けの講演会
　　講演:「カーリングに育まれた“力”～地域に支えられて～」
　　講師:金村萌絵氏（元カーリング女子日本代表：旧姓目黒）
　　（トリノ、バンクーバーオリンピック２大会連続出場）
◆子どもプログラム　１０時～１２時
　①「みんなで遊ぼう！からだを動かすレクリエーションゲーム」
　　講師：北海道子ども会育成連合会「くまとその一味の会」
　　集団指導者　山方隆寛（まぁち）氏
　②「スポーツ＆レクにチャレンジ！」

実施種目：スナッグゴルフ、バランスボール、スト
ラックアウト、ロープロケット、剣道ダッシュ、ス
テップフラットリング、フロアカーリングなど

どなたでも参加することができます。ぜひ、ご参加くだ
さい。
詳細、参加申し込み（申し込み期限１１月４日）は教育委

員会社会教育担当までご連絡ください。送迎を希望され
る方は、申し込みの際にお知らせください。

■お問い合わせ・申し込み
　　教育委員会社会教育担当　電話５６-２１８３

フットサル、やりませんか!!

あつまれ！親子元気アップスクール

富良野塾OBユニットによる道内巡回公演「ら抜き
の殺意」を占冠村で上演します。お誘い合わせのう
えご観覧ください。
公演日時：１１月７日(月)午後７時００分開演
　　　　　（開場３０分前）
主　　催：北海道舞台塾ふらの実行委員会
会　　場：占冠村コミュニティプラザ
入 場 料：５００円（中学生以下無料）
チケット：前売り券を占冠村教育委員会、トマム
　　　　　　支所で販売しています。(当日券有り)
■お問い合わせ
　教育委員会社会教育担当　電話５６-２１８３

村民フットサル大会が１１月２７日(日)に占冠中学校
体育館で開催されます。
競技は中学生以上の部、小学生・女性の部の二つ

に分けられています。１チーム４名(小学生は５名)
でチームをつくってください。
最近運動不足な方、思いっきり身体を動かしたい

方、フットサルが大好きな方。村内の方であればど
なたでも参加出来ますので、参加希望の方は教育委
員会社会教育担当まで申込書（申し込み期限１１月１１
日）を提出して下さい。
■お問い合わせ・申込み
　教育委員会社会教育担当　電話５６-２１８３
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ピンときたら１１０番！

平田　 信
（４５歳）

高橋克也
（５２歳）

菊地直子
（３９歳）

冬の交通安全運動実施
～１１月１６日～２５日～

降雪による凍結路面でのスリッ

プ事故防止

高齢者歩行者など交通事故防止

石勝線のあゆみ～陸の孤島からの脱却～

石勝線の歩みは『「陸の孤島」からの脱却』でした。
過去の広報からうかがえるのですが、トンネルの開通式など、事あるごとに広報に掲載がされ、そこに

必ず書かれる言葉は「開村以来の悲願」。
明治４２年に鉄道の重要性を叫び建設請願を行ったのが石勝線の始まりと言われています。
「石勝線」というのは、
東部（釧路、帯広地方「十勝」）、
中央部（札幌、千歳苫小牧地方「石狩」）、
道南（函館、室蘭）を結ぶ路線で、
追分線（①千歳～追分、１８キロメートル）、
紅葉山線（②紅葉山～占冠、３５キロメートル）、
狩勝線（③占冠～新得、５５キロメートル）の総称

で、総延長１０８キロメートルの主要幹線であると記載
されています。
明治４２年の請願以降、幾度となく現地調査が行わ

れ、昭和３４年に前述の３線が建設線に決定、そして
昭和３７年には一部（新狩勝トンネル）工事が着手さ
れました。
石勝線開通促進運動の歴史をさかのぼっていくと、元々の石勝線の最終目標はもっと大きなものであっ

たということがわかります。昭和５３年１２月２０日発行の広報しむかっぷ（２５２号）には「《石勝線の課題》石
勝線は、開業を目の前にしているが本来の目的は道央と道東を結ぶのみでなく、金山～占冠～日高……す
なわち、縦の線を結ぶことによって始めてこの線の使命が達成されるのであります。村が鉄道開通に期待
をかけるのも、十字路線によってのみ果たされるものであります。いま横の線である道央と道東の開業と
共に縦の線である金山、占冠、日高の工事着工が速やかになされ、名実ともに鉄路要衝となることが村民
要望の終着駅なのです。」と書かれていました。
全線開通することで北海道総合開発促進に多大な貢献ができると、村民の期待は大きいものでした。

※参考：昭和３５年１月１日発行『みどりの占冠　２６号』、昭和５３年１０月２０日発行『広報しむかっぷ　２５０
号』、昭和５３年１２月２０日発行『広報しむかっぷ　２５２号』

石勝線 開 通 ３０年か ら

①
② ③

※昭和５３年１２月２０日発行広報しむかっぷから


